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う
れ
し
い
川
越
の
サ
ー
ビ
ス
で
楽
し
い
生
活

新
婚
さ
ん
の
将
来
設
計

生
ま
れ
た
と
き
か
ら
川
越
で
生
活
し
て
い
る
ハ
ル
ナ
さ
ん
は
、
市
外
に
住
ん
で
い

た
ケ
ン
ジ
さ
ん
と
結
婚
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
生
活
の
場
と
し
て
二
人

が
選
ん
だ
の
は
、
川
越
で
す
。

川
越
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
は
、
市
が
行
っ
て
い
る
多
種
多
様
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
企
画
記
事
で
は
、
市
が
単
独
で
行
っ
て
い
る
事

業
の
う
ち
、
特
色
の
あ
る
も
の
や
力
を
入
れ
て
い
る
も
の
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
広
報
室
広
報
担
当
・
℡
内
線
３
５
２
２

子
ど
も
が

生
ま
れ
た
ら
…
…

ケ
ン
ジ

い
よ
い
よ
、
川
越
で
新
し
い
生

活
が
始
ま
る
ね
。

ハ
ル
ナ

楽
し
み
だ
わ
。
子
ど
も
も
早
く

欲
し
い
な
。

ケ
ン
ジ

子
ど
も
が
生
ま
れ
る
と
、
育
児

や
お
金
が
心
配
だ
な
ぁ
。
そ
う
い

え
ば
家
の
近
く
に
、
家
庭
保
育
室

っ
て
あ
っ
た
ね
。
保
育
園
と
何
が

違
う
ん
だ
ろ
う
？
①

ハ
ル
ナ

市
が
指
定
し
、
委
託
契
約
を
し

て
い
る
施
設
な
の
。
仕
事
や
病
気

で
育
児
が
で
き
な
い
場
合
、
生
後

八
週
か
ら
三
歳
未
満
の
子
ど
も
を

受
け
入
れ
て
く
れ
る
よ
。

ケ
ン
ジ

そ
う
い
う
施
設
な
ん
だ
。

ハ
ル
ナ

定
員
が
少
な
く
て
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
で
好
評
な
の
。
今
の

仕
事
は
や
り
が
い
が
あ
る
か
ら
早

く
復
帰
し
た
い
し
、
預
け
る
こ
と

も
考
え
て
み
よ
う
か
な
。

ケ
ン
ジ

じ
ゃ
あ
、
子
ど
も
が
で
き
た
ら

見
に
行
っ
て
み
よ
う
か
。

ハ
ル
ナ

川
越
な
ら
、
生
ま
れ
た
あ
と
の

医
療
費
も
安
心
よ
。
通
院
は
小
学

校
就
学
前
ま
で
、
入
院
な
ら
中
学

校
卒
業
の
年
齢
ま
で
無
料
だ
か

ら
。
②

ケ
ン
ジ

そ
れ
は
う
れ
し
い
な
。
小
さ
い

子
を
持
つ
親
は
心
強
い
ね
。

ハ
ル
ナ

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
夜
や
休

日
に
子
ど
も
が
急
に
体
調
を
悪
く

し
て
も
、
頼
り
に
な
る
の
。

ケ
ン
ジ

川
越
に
は
、
休
日
急
患
・
小
児

夜
間
診
療
が
あ
る
か
ら
か
な
。
③

ハ
ル
ナ

え
っ
、
よ
く
知
っ
て
る
ね
。

ケ
ン
ジ

こ
れ
か
ら
暮
ら
す
ま
ち
だ
か
ら

ね
。
ち
ょ
っ
と
調
べ
た
ん
だ
。

家
を

建
て
た
い
…
…

ハ
ル
ナ

子
ど
も
が
大
き
く
な
る
前
に
、

広
い
家
に
引
っ
越
し
た
い
な
。

ケ
ン
ジ

未
来
の
わ
が
家
は
、
ど
ん
な
家

に
な
る
ん
だ
ろ
う
。

ハ
ル
ナ

吹
き
抜
け
の
リ
ビ
ン
グ
と
使
い

や
す
い
大
き
な
キ
ッ
チ
ン
、
広
い

庭
に
は
犬
が
い
て
…
…
。

③休日急患・小児夜間診療
市立診療所で、初期救急の患者
に診療を行います。日曜日・祝
日・休日と年末年始の午前９時
～11時・午後１時～３時・午
後８時～10時30分は内科・小
児科、月～金曜日の午後８時～
10時は小児科です。専門的な
診療が必要な場合、対応可能な
救急医療機関へ橋渡しします。
問い合わせ…市立診療所

℡224－2648

①家庭保育室
市内に19施設。保護者が仕事

や病気などのため保育ができない
生後８週間以上３歳未満の乳幼児
を保育します。保育の従事者は市
や県主催の研修などを受けて、保
育の質の向上に努めています。保
護者の保育料負担を軽減するた
め、市では所得税額などに応じて、
保育料の助成をしています。
問い合わせ…保育課保育担当

℡内線2597

②こども医療費
子どもが医療機関などにかかっ
たときの、保険診療による一部負
担金を助成しています。通院は小
学校就学前まで、入院は15歳に
達する日以後最初の３月末日まで
が対象です。中核市の中で同水準
の助成をしているのは、川越のほ
かに２市だけです。なお、小学校
就学前の子は、申請が必要です。
問い合わせ…医療助成課福祉医療

担当・℡内線3832
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ケ
ン
ジ

…
…
も
う
少
し
現
実
的
な
方
が

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
ぁ
。

ハ
ル
ナ

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
あ
る

家
に
あ
こ
が
れ
て
い
る
の
。
家
を

建
て
る
な
ら
、
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
付
け
た
い
な
。
④

ケ
ン
ジ

お
っ
、
環
境
の
こ
と
も
よ
く
考

え
て
い
る
ん
だ
ね
。

ハ
ル
ナ

家
計
の
こ
と
も
ね
。
補
助
制
度

も
あ
る
し
、電
気
代
も
お
得
だ
し
。

ケ
ン
ジ

ぼ
く
は
緑
の
多
い
家
に
し
た
い

な
。
で
も
、
広
い
庭
が
な
い
と
難

し
い
よ
ね
。

ハ
ル
ナ

そ
う
で
も
な
い
の
。
屋
上
緑
化

や
壁
面
緑
化
が
で
き
る
し
、
川
越

に
は
補
助
制
度
が
あ
る
よ
。
⑤

ケ
ン
ジ

五
月
十
日
発
行
の
広
報
川
越
に

も
出
て
い
た
ね
。

ハ
ル
ナ

家
の
中
の
温
度
上
昇
を
抑
え
る

か
ら
、
冷
房
を
あ
ま
り
使
わ
な
い

で
済
み
そ
う
ね
。

ケ
ン
ジ

エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ミ
リ
ー

っ
て
い
う
制
度
も
、
川
越
に
あ
る

っ
て
聞
い
た
け
れ
ど
。
⑥

ハ
ル
ナ

簡
易
電
力
計
な
ど
を
使
っ
て
、

数
値
を
実
感
し
な
が
ら
省
エ
ネ
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
し
、
三
つ
の

コ
ー
ス
を
修
了
す
る
と
、
ゴ
ー
ル

ド
・
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
し
て
認
定
さ
れ
る
よ
。

ケ
ン
ジ

そ
れ
な
ら
楽
し
く
、
省
エ
ネ
に

取
り
組
め
そ
う
だ
ね
。

保育を支える、公立・法人立の保育園と
家庭保育室。家庭保育室は、産後休暇明け
からの保育を30年以上続けてきました。

充実した保育に満足しています
古
ふる

屋
や

瑞
みず

穂
ほ

さん（34歳・新
しん

富
とみ

町
ちょう

１丁目）

惠
けい

丞
すけ

くん（１歳８か月）

ひとりひとりに合った、きめ細かい保育をしてくれます。もともと人

見知りをする子が積極的になり、ほかの子と仲よく過ごしているようで

す。食べ物の好き嫌いも少なくなりました。

家庭保育室は温かい雰囲気の中で、子どもたちみんなが生き生きとし

ているのがいいですね。ただ、わたしが子どもといっしょにいる時間は

どうしても少ないので、家ではスキンシップを大切にしています。

家庭保育室
家庭保育室
家庭保育室

みんな元気いっぱいですみんな元気いっぱいですみんな元気いっぱいです

お話しを聞くときは、とっても静かお話しを聞くときは、とっても静かお話しを聞くときは、とっても静かボク、走るの速いでしょ！ボク、走るの速いでしょ！ボク、走るの速いでしょ！ママのお迎えに、笑顔ママのお迎えに、笑顔ママのお迎えに、笑顔

⑥エコチャレンジファミリー
平成15年から始まった市独自

の認定事業で、家族で楽しく省エ
ネに取り組むことができます。こ
れまでに、延べ334家族が参加
し、全コースを修了した16家族
は、ゴールド・エコチャレンジフ
ァミリーに認定されました。マス
コミなどでも、ユニークな省エネ
方法として紹介されました。
問い合わせ…環境政策課地球温暖

化対策担当・℡内線2615

④太陽光発電システム設置補助
平成９年から全国で２番目に開
始。消費電力削減のため同８年か
ら始まった１％節電運動で節約し
た電気代を、市民に還元していま
す。補助を行った件数は合計で
971件、発電実績は3,128.3kW
になります。これによって、累計
で1,000ｔ以上の二酸化炭素が
削減されていることになります。
問い合わせ…環境政策課地球温暖

化対策担当・℡内線2615

⑤屋上緑化・壁面緑化補助
昨年10月、市街地の緑化を推

進することによる地球温暖化やヒ
ートアイランド現象の緩和を目的
として始まりました。県内では、
４市だけが実施しています。要件
を満たせば、一戸建住宅だけでな
くマンションや企業のビルなどに
対しても、補助金を交付していま
す。事前に相談が必要です。
問い合わせ…環境政策課みどりの

担当・℡内線2613
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子
ど
も
の

教
育
環
境
…
…

ケ
ン
ジ

最
近
は
小
中
学
校
で
、
い
じ
め

や
不
登
校
の
問
題
が
多
い
け
れ

ど
、
大
丈
夫
か
な
。

ハ
ル
ナ

川
越
に
は
、
教
育
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
・
リ
ベ
ー
ラ
が
あ
る
よ
。

こ
こ
で
は
幼
児
か
ら
高
校
生
ま

で
、
教
育
に
か
か
わ
る
あ
ら
ゆ
る

相
談
を
受
け
て
い
る
の
。
⑦

ケ
ン
ジ

何
で
も
相
談
で
き
る
っ
て
い
う

の
は
頼
も
し
い
ね
。

ハ
ル
ナ

不
登
校
に
な
っ
た
子
ど
も
た
ち

に
対
し
て
も
、
教
室
を
開
い
て
指

導
や
援
助
を
し
て
い
る
よ
。

ケ
ン
ジ

川
越
は
、
子
ど
も
た
ち
の
気
持

ち
に
な
っ
て
、
一
生
懸
命
な
ん
だ

ね
。

ハ
ル
ナ

教
育
相
談
は
、
毎
月
二
十
五
日

発
行
の
広
報
川
越
「
市
民
相
談
案

内
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
よ
。

も
し
も
の
時
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
…
…

ケ
ン
ジ

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
が
、
市
内
の
ほ
と
ん
ど
の
公

共
施
設
に
あ
る
っ
て
ほ
ん
と
？

⑧
）

ハ
ル
ナ

そ
う
よ
。
だ
か
ら
万
が
一
、
心

室
細
動
が
起
こ
っ
て
も
、
助
か
る

確
率
が
高
い
の
。

ケ
ン
ジ

で
も
、
設
置
し
て
あ
っ
て
も
、

使
い
方
が
わ
か
ら
な
い
よ
。

ハ
ル
ナ

中
学
生
以
上
を
対
象
に
、
消
防

局
救
急
課
が
月
一
回
開
催
し
て
い

る
救
命
講
習
会
で
、
操
作
方
法
を

学
べ
る
よ
。

ケ
ン
ジ

そ
れ
じ
ゃ
、
ぼ
く
た
ち
も
講
習

を
受
け
て
お
こ
う
か
。

魅
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
…
…

ケ
ン
ジ

川
越
は
、
き
れ
い
な
町
並
み
が

多
い
と
こ
ろ
だ
ね
。

ハ
ル
ナ

市
民
の
意
識
が
高
い
の
。
電
柱

に
も
は
り
紙
が
少
な
い
で
し
ょ
。

ケ
ン
ジ

こ
こ
に
、
は
が
し
た
跡
が
残
っ

て
い
る
よ
。

いつでもきれいなまちに
脇
わき

田
た

町
まち

自治会長・土
つち

金
かね

博
ひろし

さん（81歳）

通
とおり

町
まち

自治会長・高
たか

橋
はし

佐
さ

太
た

郎
ろう

さん（81歳）

県などが主催する「彩の国景観賞・心に潤い部門」を受賞した、

違反屋外広告物簡易除却推進団体代表として授賞式に出席した、土

金さんと高橋さんに話を伺いました。

「通町では第２・第４水曜日に活動をしています。始めたころは、

１度に10枚以上の立て看板を除却したこともありました。電柱ご

とにあったはり紙も、住民の皆さんの意識と関心が高くなったせい

か、ほとんど見かけなくなりました。これも協力してくれた皆さん

のおかげだと、感謝しています」と高橋さん。

「脇田町では月２回、不定期に活動をしています。ほかの団体と

除却方法を検討したりしながら、

手探りで始めました。自分たちの

力でまちがきれいになると、気持

ちがいいですね。これからも活動

を続けて、きれいなまちをあたり

まえにしたいですね」と土金さん。

違反屋外
広告物

簡易除却
推進団体

昨年９月に市内各所で行われた、一斉昨年９月に市内各所で行われた、一斉昨年９月に市内各所で行われた、一斉
除却の様子除却の様子除却の様子

土金さん（左）と高橋さん（右）土金さん（左）と高橋さん（右）土金さん（左）と高橋さん（右）

⑨違反屋外広告物簡易除却推進団体
同団体は、まちの美観を損ねる
路上の違反広告物を除却する権限
を委任された、市民ボランティア
のことです。平成17年に県内初
の取り組みとして始まり、現在
28団体、293人が登録していま
す。地域に根ざしたこの活動は、
景観づくりの新しい手法として注
目されています。
問い合わせ…都市景観課都市景観

担当・℡内線3272

⑦教育総合相談センター・リベーラ
昭和39年に教育相談室として

生まれ、現在では教育にかかわる
すべての相談に対応。電話相談も
充実していて、いじめ相談直通電
話は、土・日曜日、祝日も対応し
ます（午前９時～正午）。相談内
容によって医療機関や児童相談所
などと連携し、子どもの健やかな
成長を手助けします。
問い合わせ…リベーラ

℡234－8333

⑧ＡＥＤ
市民や観光客の皆さんの生命の
安心と安全を確保するため、昨年
２月、127の公共施設に合計
132台設置されました。これだ
け多くの設置は、全国の自治体の
先駆けとなりました。さらに、来
年２月にはＡＥＤを設置してある
すべての公共施設に、小児用のパ
ッドを配備する予定です。
問い合わせ…保健医療推進課保健

医療推進担当・℡内線3811

本庁舎１階に本庁舎１階に本庁舎１階に
あるＡＥＤあるＡＥＤあるＡＥＤ
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ハ
ル
ナ

違
反
屋
外
広
告
物
簡
易
除
却
推

進
団
体
が
、
随
時
活
動
し
て
い
る

の
。
そ
し
て
、
こ
と
し
三
月
に

「
彩
の
国
景
観
賞
・
心
に
潤
い
部

門
」
を
受
賞
し
て
い
る
よ
。
⑨

ケ
ン
ジ

き
れ
い
な
ま
ち
を
、
自
分
た
ち

で
維
持
し
て
い
る
ん
だ
ね
。

ハ
ル
ナ

蔵
造
り
の
町
並
み
で
有
名
な
一

番
街
周
辺
は
、
平
成
十
一
年
に
国

の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
に
選
定
さ
れ
て
い
る
よ
。

ケ
ン
ジ

県
内
で
唯
一
の
保
存
地
区
な
ん

だ
よ
ね
。

ハ
ル
ナ

ほ
か
に
も
、
市
内
の
三
つ
の
地

区
を
都
市
景
観
形
成
地
域
に
指
定

し
て
、
良
好
な
都
市
の
景
観
を
推

進
し
て
い
る
よ
。
⑩

ケ
ン
ジ

魅
力
的
な
ま
ち
に
住
む
ぼ
く
た

ち
も
、
魅
力
的
な
夫
婦
に
な
ら
な

き
ゃ
い
け
な
い
ね
。

年
を
取
っ
て
も

生
き
生
き
と
…
…

ハ
ル
ナ

こ
の
前
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
入
浴

施
設
に
行
っ
て
き
た
の
。
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
、
健
康
ふ
れ
あ
い
入
浴

券
で
安
く
入
る
こ
と
が
で
き
た

よ
。
⑪

ケ
ン
ジ

体
調
を
崩
し
て
い
た
っ
て
聞
い

た
け
ど
、
元
気
に
な
っ
た
の
？

ハ
ル
ナ

う
ん
。
で
も
足
腰
が
弱
く
て
食

事
の
準
備
も
た
い
へ
ん
み
た
い
。

だ
か
ら
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

た
い
と
言
っ
て
い
た
よ
。
⑫

ケ
ン
ジ

へ
え
、
食
事
を
家
ま
で
届
け
て

く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
ん
だ
。

ハ
ル
ナ

た
だ
配
達
す
る
だ
け
じ
ゃ
な
く

て
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
腕
章
を

着
用
し
な
が
ら
、
食
事
と
い
っ
し

ょ
に
防
犯
に
つ
い
て
の
チ
ラ
シ
も

配
っ
て
く
れ
る
の
。

ケ
ン
ジ

あ
り
が
た
い
ね
。
ぼ
く
た
ち
が

高
齢
者
に
な
っ
て
も
受
け
ら
れ
る

の
か
な
。

ハ
ル
ナ

そ
う
で
あ
っ
て
欲
し
い
ね
。
だ

っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
川
越
に
住
み

続
け
る
ん
だ
も
の
！

食事も会話も楽しみです
梅
うめ

澤
ざわ

叶
かのう

さん（87歳・吉
よし

田
だ

）

１人暮らしが長いため、もともと家事なども

自分でしていました。でも最近では病気が原因

で足が痛み始め、長時間立ち続けることが難し

くなりました。内臓の病気もあるので、無理が

できません。

配食サービスを週に２回利用しています。人

と話をする機会は少ないので、配達してくれる

方と話をするのも楽しみの一つです。食事の内

容や体調を気にしてもらうだけでなく、先日は

手作りの誕生日カードも頂きました。

防犯チラシもいいですね。大きな文字でわか

りやすく作られているので、来ると目を通して

います。配食サービスのない日は、食事の準備

や掃除など、できるだけ自分でするようにして

います。栄養についても教えてもらったおかげ

で、自分でもバランスの取れた食事を作ること

ができるようになりました。配食サービスがあ

ると食事作りを休めるから、それ以外の時は頑

張ることができるのかもしれませんね。

配食
サー
ビス

配食
サー
ビス

配食
サー
ビス

⑫配食サービス
食事の準備などを自分で行うの
が困難な65歳以上の方を対象に、
平成13年から有料で昼食・夕食
の配達と安否確認を実施。市独自
の調査票を作成し、食の自立支援
などにも役立てています。昨年６
月からは「お弁当と安全を配達」
を開始。防犯啓発用チラシなどを
配付し、犯罪抑止に努めています。
問い合わせ…高齢者いきがい課高

齢者いきがい担当・℡内線2552

⑩都市景観形成地域
現在、川越駅西口地区、川越十
ヵ
か

町地区、クレアモール・八
はち

幡
まん

通
り周辺地区の３か所を指定。それ
ぞれの地域特性に合わせた景観づ
くりのためのルールを、市と住民
の皆さんが協議して定めていま
す。なお川越十ヵ町地区は、こと
し３月に「美しい日本の歴史的風
土100選」に選定されました。
問い合わせ…都市景観課都市景観

担当・℡内線3271

⑪健康ふれあい入浴券
市内在住の65歳以上の皆さん

を対象に、健康の増進と経済的負
担の軽減を目的として、平成６年
から始まりました。年度内に12
回、入浴施設利用料金の一部を補
助する利用券を発行しています。
高齢者への健康増進を目的とした
入浴施設利用料金の補助は、全国
的にもユニークな取り組みです。
問い合わせ…高齢者いきがい課高

齢者いきがい担当・℡内線2553
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世　帯　構　成 全額免除
一部免除

４分の３免除 半額免除 ４分の１免除
４人世帯 162万円 230万円 282万円 335万円
（夫婦・16歳未満の子２人） （257万円） （354万円） （420万円） （486万円）

２人世帯（夫婦のみ）
92万円 142万円 195万円 247万円

（157万円） （229万円） （304万円） （376万円）

単身世帯
57万円 93万円 141万円 189万円

（122万円） （158万円） （227万円） （296万円）

●免除対象となる所得（収入）の目安（平成19年度）

＊２人世帯と４人世帯は夫婦どちらかのみに所得がある世帯としての試算です。
＊社会保険料控除などの控除額は個人により異なるため、この表はあくまでも目安です。
＊若年者納付猶予は全額免除と同基準、学生納付特例は半額免除の単身世帯と同基準になります。

制　度 全額免除
一部免除

４分の３免除 半額免除 ４分の１免除 若年者納付猶予 学生納付特例
納付額 な　し 3,530円 7,050円 10,580円 な　し
所得審査対象者 本人・配偶者・世帯主 本人・配偶者 本人のみ
老齢基礎年金を

受給資格期間に入ります請求するときには
老齢基礎年金の 承認期間の３分の 承認期間の２分の 承認期間の３分の 承認期間の６分の

算入されません計算では １が算入されます １が算入されます ２が算入されます ５が算入されます
障害・遺族年金を

免除期間は納付済みとして扱います請求するときには

＊免除を受けた期間の保険料は10年以内であれば、さかのぼって納めることができます。ただし、免除を受けた年度から
２年を経過した分については、当時の保険料額の経過期間に応じた加算額が上乗せされます。

今年度分の国民年金保険料免除申請（全額免除・一部免除・若年者納付猶予）の受け付けが、７月２日席から始

まります。保険料の免除・納付猶予を希望する方は、年金手帳と印鑑を持参し、市民課国民年金担当（本庁舎１

階）・出張所・連絡所で申請してください。申請後は社会保険事務所で審査・決定を行い、結果通知が申請者に送

付されます。

免除の対象
・前年の所得が一定以下の方
・平成18年３月31日以降の失業や同年４月１日以降の天災などにより、保険料を納めることが著しく困難な方
（申請者・配偶者・世帯主が同年３月31日以降に失業している場合は、離職票など退職の事実がわかる公的機関
の書類を持参してください）
＊前年の所得によって審査を行うため、所得の有無にかかわらず、必ず申告をしてください。なお、平成19年１
月１日以降に川越市に転入した方は、平成19年度課税証明書または平成18年分源泉徴収票が必要です。
翌年度以降の継続申請をした方へ
次の①②に該当する方は、今年度分の申請は必要ありません。

①昨年度分において、継続審査により全額免除または若年者納付猶予が、引き続き承認された方
②昨年度の申請時に翌年度以降の継続審査を希望し、昨年度分において全額免除または若年者納付猶予が承認され
た方
＊今年度分の申請は必要ありませんが、審査は行います。継続審査の結果は、社会保険事務所から通知書が送付さ

れます。なお、若年者納付猶予については、30歳に到達する月の前月分までが対象となります。

学生の方へ
大学・短大・高校・高等専門学校・専修学校などに在学する20歳以上の学生については、国民年金保険料学生

納付特例の申請が、国民年金保険料免除申請に優先します。学生納付特例制度について、詳しくは市民課国民年金

担当にお尋ねください。

＊４分の３免除・半額免除・４分の１免除は納め忘れがあると、受給資格期間に入らず、年金額も増えません。

国民年金保険料免除申請の受け付けが始まります
～毎年７月が新年度の受け付け開始月。承認期間は７月から翌年６月までです ～

●免除申請が承認された場合

問い合わせ…市民課国民年金担当・℡内線2466
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市民と市政の信頼関係を築くために

川越市オンブズマン
平成18年度運営状況報告
「川越市オンブズマン制度」は、公正で信

頼される市政を推進するため、平成９年８月

に設置されました。市政への苦情や不服を公

正・中立な立場から解決を図るオンブズマン

の、平成18年度運営状況をお知らせします。

●苦情申し立ての受け付け状況
平成18年度に受け付けた苦情申し立て件

数は、４件です。

●苦情申し立ての処理状況
昨年度から継続調査となっていた３件を含

みます。

調査を終了したもの（５件）
①申し立ての趣旨に沿ったもの（３件）

武家屋敷の保存について（３件同内容）

②行政の不備がないもの（２件）

ごみの集団回収について

調整池の工事について

取り下げられたもの（２件）
立ち退き請求について

市職員による交通事故について

●苦情申し立ての手続き
市政に対する苦情で、申立人自身の直接の

利害にかかわるものであれば、どなたでも申

し立てることができます。ただし、判決など

で確定したものなど、受け付けられない場合

もありますので、あらかじめ広聴課にお尋ね

ください。

申し立ては、広聴課（本庁舎３階）および

出張所窓口に備え付けの「苦情申立書」に、

必要な事項を記入し提出してください。オン

ブズマン会議あてに、郵送することもできま

す。

●川越市オンブズマン
牧
まき

山
やま

市
いち

治
じ

さん（代表・弁護士）$田
た

島
じま

恒
つね

子
こ

さん（弁護士）$赤
あか

松
まつ

岳
たけし

さん（弁護士）

問い合わせ…広聴課広聴担当・℡内線2431

■分野別件数 ■所管別件数
環境・衛生 1件

土地・住宅 1件

市職員 1件

災害 1件

合　計 4件

総務部 1件

環境部 1件

建設部 1件

上下水道局 1件

合　計 4件

提案要旨（市民目安箱・平成17年12月）
新河岸駅にはエスカレーターしか設置されてい
ないため、たいへん不便です。ベビーカーなどで
も駅施設を利用しやすいよう、エレベーターを設
置してください。
回答
わが国においては、諸外国に例を見ないほど急
速に高齢化が進行しております。また、障害のあ
る方が、社会のさまざまな活動に参加する機会を
確保することが求められています。このことから、
高齢者や障害者の皆さんが自立した社会生活を送
るための環境整備が必要とされています。
バリアフリー新法では、１日当たりの平均的な
利用者数が5,000人以上の駅については、段差
を解消するなどのバリアフリー化を行うことが定
められております。この法律により、鉄道事業者
はこれまでに、エレベーターを設置するなどバリ
アフリー化を進めてきました。
新河岸駅につきましても、市民の皆さんから、

バリアフリー化の要望を頂いておりました。市と
いたしましても、早期に実現できるよう東武鉄道
㈱と協議を重ね、このたび、今年度中にエレベー
ター２基と多機能トイレを設置することになりま
した。
このような駅施設のバリアフリー化に対して

は、バリアフリー新法に基づいて、市も一定額の
負担をしております。高齢者や障害者だけに限ら
ず、すべての市民の皆さんにとって、より便利に
安心して利用できるようになります。
このことについては、都市交通政策課都市交通
政策担当・℡内線2131にお尋ねください。

舟橋市長に提案

新河岸駅にエレベーターを設置
してください

№135



問
い
合
わ
せ
…
総
務
課
総
務
担

当
・
℡
内
線
２
２
１
１

平
成
19
年
度
・
20
年
度

入
札
参
加
業
者
の
追
加
登

録
を
受
け
付
け
ま
す

市
が
発
注
す
る
工
事
・
業
務
の

請
負
・
物
品
購
入
な
ど
の
、
入
札

参
加
業
者
の
追
加
登
録
を
受
け
付

け
ま
す
。

提
出
書
類
は
、
契
約
課
（
本
庁

舎
三
階
）
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

す
。行

程
は
、
す
べ
て
団
体
行
動
で

す
。
途
中
か
ら
の
参
加
・
別
行
動

は
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
過
去
に

参
加
し
た
方
の
応
募
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

日
程
…
８
月
５
日
隻
〜
６
日
席

（
一
泊
二
日
）

定
員
…
十
五
人
（
抽
せ
ん
）

応
募
資
格
（
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
方
）
…
市
内
在
住
で
中

学
生
以
上
▼
健
康
で
団
体
行
動

が
で
き
る
▼
７
月
27
日
昔
の
事

前
研
修
に
参
加
で
き
る

「
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
」

除
去
費
用
の
一
部
を
補
助

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
安

全
で
快
適
な
生
活
環
境
の
保
全
を

図
る
た
め
、
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の

除
去
費
用
を
一
部
、
補
助
し
て
い

ま
す
。

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
を
駆
除
業
者

に
依
頼
し
て
除
去
す
る
場
合
、
八

千
円
を
限
度
と
し
て
補
助
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
食

品
・
環
境
衛
生
課
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

ハ
チ
か
ら
の
被
害
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
ハ
チ
や
巣
に
刺
激
を
与
え

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
…
食
品
・
環
境
衛
生

課
環
境
衛
生
担
当
・
℡
２
２

７-

５
１
０
３

広
島
平
和
記
念
式
典
へ
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

市
で
は
、
被
爆
地
・
広
島
市
で

行
わ
れ
る
平
和
記
念
式
典
へ
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

式
典
へ
の
参
加
の
ほ
か
、
平
和
資

料
館
や
原
爆
ド
ー
ム
な
ど
を
見
学

す
る
こ
と
に
よ
り
、
平
和
の
尊
さ

を
学
び
、
平
和
へ
の
思
い
を
新
た

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
役
所
前
駐
車
場
や
周

辺
道
路
の
混
雑
緩
和
、
ま
た
地
球

温
暖
化
防
止
の
た
め
、
来
庁
の
際

は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

対
象
…
①
新
規
登
録
＝
平
成
十
九

年
度
・
同
二
十
年
度
の
名
簿
に

登
録
が
な
い
業
者
②
登
録
内
容

の
追
加
＝
平
成
十
九
年
度
・
同

二
十
年
度
の
名
簿
に
登
録
が
あ

る
業
者
で
、
業
種
の
追
加
な
ど

を
希
望
す
る
業
者

申
請
を
受
け
付
け
る
業
種
…
①
建

設
工
事
、設
計
・
調
査
・
測
量
、

土
木
施
設
維
持
管
理
業
務
（
道

路
・
河
川
・
苑え

ん

地
・
下
水
道
）

②
物
品
、
建
設
資
材
、
維
持
管

理
業
務

＊
①
に
お
い
て
、
埼
玉
県
電
子
入

札
共
同
シ
ス
テ
ム
の
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス

ワ
ー
ド
を
取
得
し
て
い
な
い
業
者

は
、
新
規
登
録
に
な
り
ま
す
。

受
付
方
法
…
申
請
書
類
お
よ
び
添

付
書
類
を
契
約
課
に
直
接
持
参

受
付
日
時
…
７
月
17
日
惜
〜
27
日

昔
（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除

く
）、
午
前
９
時
〜
11
時
・
午

後
１
時
〜
４
時

問
い
合
わ
せ
…
契
約
課
管
理
担

当
・
℡
内
線
２
２
５
２

参
加
条
件
…
参
加
後
に
感
想
文

（
八
百
字
程
度
）
を
提
出

参
加
費
…
五
千
円
（
旅
費
・
宿
泊

費
な
ど
は
市
が
負
担
。
諸
雑
費

は
別
途
）

宿
泊
…
広
島
市
内
の
ホ
テ
ル

応
募
方
法
…
ハ
ガ
キ（
一
人
一
枚
）

に
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
生
年
月
日
・
年
齢
・
職

業
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
６

月
18
日
席
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
〒
３
５
０-

８
６
０
１
川
越

市
役
所
総
務
課
「
広
島
平
和
記

念
式
典
」
係
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男女共同参画市民フォーラム
６月23日析～29日昔は、男女共同参画週間です
男女が互いにその人権を尊重しつつ、喜びも責任

も分かち合い、性別にかかわりなく、その個性と能

力を十分に発揮することができる男女共同参画社会。

この男女共同参画社会の形成に向け、国は平成13年

に、６月23日からの１週間を「男女共同参画週間」

と定めました。

ことしの標語は「いい明日
あ す

は仕事と暮らしのハー

モニー」。この時期には、全国的にさまざまな啓発活

動が展開されます。市では、作家・中
なか

山
やま

千
ち

夏
なつ

さんを

講師に招いて、市民フォーラムを開催します。皆さ

んの参加をお待ちしています。

●市民フォーラム
講演…「女も男も人間らしく」

日時…７月７日析、午後２時～３時

30分（開場＝午後１時30分）

会場…川越駅東口多目的ホール

定員…先着100人

申し込み…６月14日斥から、整理券を男女共同参画

課（本庁舎３階）・女性会館・連絡所・本川越駅証

明センター・公民館で配布

＊手話通訳・託児（２歳以上）があります。託児を

希望する方は、６月22日昔までに男女共同参画課に

申し込んでください。

問い合わせ…男女共同参画課男女共同参画担当
℡内線2441

中山千夏さん



詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
市
民
税
課
個
人
住

民
税
担
当
・
℡
内
線
２
３
４
３

家
屋
を
取
り
壊
し
た

と
き
は
届
け
出
を

建
て
替
え
や
老
朽
化
な
ど
で
家

屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、
年
内

に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年

一
月
一
日
に
所
有
す
る
建
物
に
か

か
り
ま
す
。
こ
と
し
一
月
二
日
以

降
に
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
、

年
内
に
届
け
出
が
あ
れ
ば
、
来
年

度
か
ら
固
定
資
産
税
が
か
か
ら
な

く
な
り
ま
す
。

登
記
を
し
て
あ
る
家
屋
を
取
り

壊
し
た
場
合
は
、
法
務
局
に
滅
失

登
記
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
住
宅
を
取
り
壊
し
て
店
舗
や
駐

車
場
な
ど
に
す
る
場
合
は
、
土
地

の
固
定
資
産
税
が
増
額
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
と
届
け
出
…
未
登
記

の
家
屋
＝
資
産
税
課
家
屋
担
当

（
本
庁
舎
二
階
）
・
℡
内
線
２

３
６
８
▼
登
記
し
て
あ
る
家

屋
＝
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
川

越
支
局
・
℡
２
４
３-

３
８
２

４

②
定
率
減
税
が
廃
止
に
な
る
た

め
、
税
負
担
は
増
加
し
ま
す

今
年
度
か
ら
、
住
民
税
所
得
割

額
の
７
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
（
上
限

二
万
円
）
の
減
税
が
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
た
め
、
定
率
減
税
廃
止
に

よ
り
税
負
担
が
増
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

③
六
十
五
歳
以

上
の
方
の
、

非
課
税
措
置

廃
止
に
伴
う

特
例

昨
年
度
か

ら
、
六
十
五
歳

以
上
で
合
計
所

得
金
額
が
百
二

十
五
万
円
以
下

の
方
に
対
す
る

住
民
税
の
非
課

税
措
置
が
、
廃

止
さ
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、

平
成
十
七
年
一

月
一
日
現
在
で

六
十
五
歳
に
達

し
て
い
た
方
に

は
、
下
表
の
経

過
措
置
が
適
用

さ
れ
て
い
ま

す
。

税
制
改
正
に
よ
る
、
平
成
十
九
年

度
の
個
人
住
民
税
の
主
な
改
正
点

①
所
得
税
か
ら
住
民
税
（
市
・
県

民
税
）
へ
の
税
源
移
譲
が
行
わ

れ
、
所
得
割
の
税
率
が
10
パ
ー

セ
ン
ト
に
統
一
さ
れ
ま
し
た

課
税
所
得
額
に
お
い
て
、
二
百

万
円
ま
で
の
部
分
の
税
率
が
、
５

パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
10
パ
ー
セ
ン
ト

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
ほ
と
ん
ど
の
方
の
税
額
が
増

市
県
民
税
納
税
通
知
書

を
ご
確
認
く
だ
さ
い

自
営
業
者
や
年
金
所
得
者
な

ど
、
個
人
納
付
の
皆
さ
ん
に
「
平

成
十
九
年
度
市
民
税
・
県
民
税
納

税
通
知
書
」
を
発
送
し
ま
し
た
。

同
通
知
書
の
二
ペ
ー
ジ
に
、

「
所
得
・
控
除
の
明
細
書
」
が
と

じ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
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食中毒菌は身の回りのあらゆる所に潜み、油断していると家庭で

も食中毒が起きてしまいます。下記のポイントを確認して、家族の

健康を守りましょう。

つつけない きちんと手を洗っていますか？
手には見えない菌がいっぱいです

・指輪や腕時計は外し、石けんでていねいに手を洗い、流水で洗い

流す

・調理の前後だけでなく、小まめに手を洗う

・傷がある指やばんそうこうをした指で、食品に触れない

・キッチンはごみや汚れをためず、清潔に保つ

増増やさない 食材は安全ですか？
食中毒予防は買い物の時から始まっています

・消費期限・賞味期限を確認し、新鮮な物を食べきれる分だけ買う

・生鮮食品はすぐに持ち帰り、冷蔵庫・冷凍庫に入れる

・冷蔵庫や冷凍庫を過信せず、早めに食べるようにする

・調理後の料理を室温で放置しない

ややっつける よく加熱していますか？
食中毒菌は冷蔵や冷凍では死にません

・調理するときは、中心部までしっかり加熱する

・まな板・包丁などの調理器具は、肉・魚用と野菜用など、少なく

とも２つ以上は用意する

・調理器具は、煮沸したり漂白剤などを使用したりして殺菌する

問い合わせ…食品・環境衛生課食品衛生担当・℡227－5103

食中食中毒毒に気を付けましょう！

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、所
得
税
に
お
い
て
は
、

こ
れ
に
対
応
す
る
部
分
の
税
率
が

逆
に
10
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
５
パ
ー

セ
ン
ト
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
税
源
移

譲
の
前
後
で
、
住
民
税
と
所
得
税

を
合
わ
せ
た
同
一
課
税
年
度
に
お

け
る
税
負
担
は
、
基
本
的
に
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。

合計所得金額が 市民税 県民税
125万円以下の方 均等割 所得割 均等割 所得割
平成19年度 2,000円 ３分の２を課税 600円 ３分の２を課税
平成20年度以降 3,000円 全額課税 1,000円 全額課税



届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

職
権
に
よ
り
切
り
替
え
た
方
に

は
、「
退
職
被
保
険
者
証
」
を
送

付
し
ま
す
。
医
療
機
関
な
ど
で
受

診
す
る
と
き
は
、
送
付
さ
れ
た

「
退
職
被
保
険
者
証
」
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
国
民
健
康
保
険
課

国
保
資
格
担
当
・
℡
内
線
３
８

２
４

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
の

申
請
を
忘
れ
ず
に

市
で
は
、
平
成
十
三
年
四
月
二

日
か
ら
同
十
六
年
四
月
一
日
生
ま

れ
の
お
子
さ
ん
が
幼
稚
園
に
在
園

し
て
い
る
保
護
者
と
、
満
三
歳
と

な
っ
た
お
子
さ
ん
を
幼
稚
園
に
途

中
入
園
さ
せ
た
保
護
者
を
対
象

に
、「
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
」
と

し
て
保
育
料
な
ど
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

申
請
書
は
、
各
幼
稚
園
を
通
じ

て
配
付
し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
幼
稚
園
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
教
育
財
務
課
ま
た

は
各
幼
稚
園
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
…
教
育
財
務
課
財
務

担
当
・
℡
内
線
２
８
３
５

＊
な
お
、
賃
貸
住
宅
は
対
象
外

（
た
だ
し
、
賃
貸
住
宅
の
所
有
者

み
ず
か
ら
が
居
住
す
る
部
分
は
対

象
）
と
し
、
新
築
住
宅
特
例
や
耐

震
改
修
特
例
と
同
時
に
は
適
用
さ

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
戸
に
つ
い

て
こ
の
減
額
措
置
の
適
用
は
、
一

回
限
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
…
資
産
税
課
家
屋
担

当
・
℡
内
線
２
３
６
８

退
職
者
医
療
制
度
に

該
当
す
る
方
は
届
け
出

を
お
願
い
し
ま
す

退
職
者
医
療
制
度
の
適
用
に
つ
い
て

退
職
者
医
療
制
度
は
、
国
民
健

康
保
険
（
国
保
）
制
度
の
健
全
な

運
営
を
図
る
た
め
、
退
職
被
保
険

者
本
人
と
被
扶
養
者
の
医
療
費
の

一
部
を
社
会
保
険
制
度
か
ら
の
交

付
金
で
賄
う
制
度
で
す
。

市
の
国
保
に
加
入
し
て
い
る
一

般
被
保
険
者
で
、
次
の
対
象
要
件

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

は
、
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
年
金
証
書
を
受
け
取

っ
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
、
国

民
健
康
保
険
課
（
本
庁
舎
二

階
）
・
出
張
所
・
連
絡
所
へ
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
要
件

①
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
な
ど
、

老
齢
（
退
職
）
年
金
の
受
給
者

で
、
加
入
期
間
が
二
十
年
以
上

②
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
な
ど
、

老
齢
（
退
職
）
年
金
の
受
給
者

で
、
加
入
期
間
が
四
十
歳
以
降

に
十
年
以
上

＊
た
だ
し
、
①
②
共
に
老
人
保
健

該
当
者
は
除
き
ま
す
。

＊
被
扶
養
者
と
は
、
退
職
被
保
険

者
本
人
と
同
じ
世
帯
で
、
主
に
退

職
被
保
険
者
本
人
の
収
入
に
よ
り

生
計
を
維
持
す
る
配
偶
者
（
内
縁

で
も
可
）
と
三
親
等
以
内
の
親
族

で
す
（
老
人
保
健
受
給
者
を
除

く
）。

＊
退
職
者
医
療
制
度
で
の
国
保
税

や
医
療
費
の
一
部
負
担
金
割
合
な

ど
は
、
一
般
被
保
険
者
と
同
じ
で

す
。

職
権
に
よ
る
適
用
に
つ
い
て

退
職
被
保
険
者
本
人
に
該
当

し
、
届
け
出
を
し
て
い
な
い
方
に

つ
い
て
、
厚
生
年
金
な
ど
の
年
金

支
払
者
か
ら
の
報
告
に
よ
り
、
退

職
者
医
療
制
度
の
対
象
要
件
が
確

認
で
き
た
場
合
に
は
、
職
権
に
よ

り
退
職
被
保
険
者
へ
の
切
り
替
え

を
行
い
ま
す
。

た
だ
し
、
退
職
者
本
人
へ
の
確

認
や
被
扶
養
者
認
定
の
確
認
が
必

要
な
場
合
に
は
、
退
職
者
本
人
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
を

行
っ
た
場
合
、
固
定
資

産
税
を
減
額
し
ま
す

高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
が
居
住

す
る
、
平
成
十
九
年
一
月
一
日
以

前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
（
貸
家
を

除
く
）
に
つ
い
て
、
一
定
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
行
っ
た
場

合
、
そ
の
住
宅
に
係
る
翌
年
度
分

の
固
定
資
産
税
（
百
平
方
メ
ー
ト

ル
ま
で
を
限
度
）
を
、
三
分
の
一

減
額
し
ま
す
。

要
件

①
そ
の
住
宅
に
六
十
五
歳
以
上
の

方
、
介
護
保
険
に
お
い
て
要
介

護
お
よ
び
要
支
援
の
認
定
を
受

け
て
い
る
方
、
障
害
者
が
居
住

し
て
い
る
こ
と

②
平
成
十
九
年
一
月
一
日
以
前
か

ら
所
在
す
る
住
宅
（
貸
家
を
除

く
）
で
、
同
年
四
月
一
日
か
ら

同
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
戚

ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
改
修
工

事
で
あ
る
こ
と

③
補
助
金
や
介
護
保
険
か
ら
の
給

付
を
除
く
工
事
費
の
自
己
負
担

が
、
三
十
万
円
以
上
で
あ
る
こ

と
対
象

①
廊
下
の
拡
幅
②
階
段
の
こ
う
配

緩
和
③
浴
室
の
改
良
④
ト
イ
レ
の
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改
良
⑤
手
す
り
の
設
置
⑥
屋
内
の

段
差
解
消
⑦
引
き
戸
へ
の
取
り
替

え
⑧
床
表
面
の
滑
り
止
め
化

申
し
込
み

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
完
了

後
、
三
か
月
以
内
に
次
の
関
係
書

類
を
添
付
の
う
え
、
資
産
税
課

（
本
庁
舎
二
階
）
に
あ
る
「
高
齢

者
等
居
住
改
修
住
宅
に
係
る
固
定

資
産
税
減
額
申
告
書
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
関
係
書
類

慎
納
税
義
務
者
の
住
民
票
の
写
し

振
改
修
工
事
に
係
る
明
細
書
（
当

該
改
修
工
事
の
内
容
お
よ
び
費

用
の
確
認
が
で
き
る
物
）

新
改
修
工
事
個
所
の
写
真

晋
領
収
書
（
改
修
工
事
費
用
を
支

払
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る

物
）

森
住
宅
改
造
補
助
金
交
付
お
よ
び

介
護
保
険
給
付
金
の
決
定
（
確

定
）
通
知
書
な
ど
の
写
し

榛
前
記
要
件
①
に
お
け
る
そ
れ
ぞ

れ
の
区
分
に
応
じ
た
書
類

・
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
＝
住

民
票
の
写
し

・
要
介
護
お
よ
び
要
支
援
の
認
定

者
＝
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証

の
写
し

・
障
害
者
＝
身
体
障
害
者
手
帳
・

療
育
手
帳
の
写
し
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事
例業

者
か
ら
の
電
話
で
「
ロ
ン
ド
ン
市
場
へ
の
金
の
投
資

を
し
な
い
か
。
金
が
す
ご
く
値
上
が
り
し
て
い
る
の
で
、

す
ご
く
も
う
か
る
い
い
話
だ
」
と
強
引
に
勧
誘
さ
れ
た
。

あ
ま
り
に
し
つ
こ
い
の
で
、
取
り
引
き
の
仕
組
み
は
理
解

し
き
れ
な
か
っ
た
が
、
百
二
十
万
円
を
支
払
っ
て
し
ま
っ

た
。こ

れ
は
、
最
近
、
一
部
の
悪
質
な
業
者
が
「
ロ
コ
・
ロ

ン
ド
ン
金
取
引
」と
称
し
て
勧
誘
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

「
多
額
の
損
失
を
被
っ
た
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
引
き
で
は
、
金
の
現
物
が
消
費
者

の
手
に
入
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
消
費
者
が
業
者
に
証

拠
金
を
預
け
、
業
者
が
そ
の
証
拠
金
を
元
に
、
証
拠
金
の

何
十
倍
も
の
取
り
引
き
を
行
う
「
証
拠
金
取
り
引
き
」
で

す
。
最
初
に
支
払
っ
た
証
拠
金
を
、
損
失
が
上
回
る
お
そ

れ
も
あ
る
の
で
す
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

①
取
り
引
き
す
る
意
思
が
な
い
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
取
り

引
き
内
容
が
理
解
で
き
な
い
場
合
は
、
は
っ
き
り
と
断

り
ま
し
ょ
う

②
執
よ
う
な
勧
誘
に
対
し
て
も
、
あ
い
ま
い
な
返
事
を
せ

ず
、
き
ぜ
ん
と
し
た
態
度
で
断
り
ま
し
ょ
う

＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

■
消
費
生
活
相
談

生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
・
市
民
相
談
室
分
室
で
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
毎
月
二
十
五
日
発
行
の
広
報
川
越
・

市
民
相
談
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
（
ア
ト
レ
六
階
）
・

℡
２
２
６-

７
０
６
６

注
意
！

「
ロ
コ
・
ロ
ン
ド
ン
金
取と

り

引ひ
き

」

146

今までの大量生産・大量消費・大量廃棄の生活習慣

は、ごみの大量発生を生むだけでなく、限りある資源

を使い続けています。この生活習慣を見直し、「循環

型社会の形成」が現在の社会に求められています。

平成12年度に制定された「循環型社会形成推進基

本法」でいう「循環型社会」とは、単にリサイクルを

推進するのではありません。最初にごみの発生自体を

抑制し、次に資源をできるだけ繰り返し利用して、最

後に適正な処分を行うことにより、新たな天然資源の

消費が抑制され、環境への負荷ができるかぎり低減さ

れる社会のことです。

この社会を形成するために、ごみの３Ｒ（発生抑

制・リデュース、再使用・リユース、再利用・リサイ

クル）と、新たに不要な物は買わない、断るという積

極的な考え方・リフューズを含めた４Ｒを基本とし

て、地域から持続可能な循環型社会の構築に取り組む

必要があります。

市の主な取り組みとしては、マイバッグキャンペー

ンの実施や、資源循環推進課がホームページなどで提

供する不用品交換情報やフリーマーケットの開催情報

を通して、市民・事業者・民間団体と連携し協働によ

る、ごみの発生抑制に努めます。また、ごみの適正処

理のため、不法投棄防止パトロールの実施や、市民の

皆さんの自主的な清掃活動を支援するとともに、「路

上喫煙の防止に関する条例」の推進を図っていきます。

問い合わせ…資源循環推進課減量リサイクル推進担
当・℡内線2635

川越の環境を守るためには？
資源循環型地域社会の形成

消
費
生
活

消
費
生
活

消
費
生
活

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
増
進
担
当
・
℡
２
２
９-

４
１
２
１

介
護
予
防
「
口
腔
機
能
向
上
」

に
つ
い
て

肺
炎
」
な
ど
、
健
康
な
口
の
機
能
が
保

た
れ
て
い
な
い
と
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
病
気
を
予
防
し
、
生
き

生
き
と
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
も
、

口
腔
ケ
ア
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

口
腔
ケ
ア
に
は
、
口
の
中
を
き
れ
い

口
（
口
腔く

う

）
に
は
、「
食
べ
る
」「
話

を
す
る
」「
表
情
を
つ
く
る
」
な
ど
と

い
っ
た
、
人
間
ら
し
く
、
生
き
生
き
と

生
活
し
て
い
く
た
め
に
欠
か
せ
な
い
機

能
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
し
っ

か
り
か
ん
で
お
い
し
く
食
事
を
食
べ
る

こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
。

し
か
し
、
加
齢
と
共
に
「
食
事
で
む

せ
る
」「
う
ま
く
飲
み
込
め
な
い
」
よ

う
に
な
っ
た
り
、
口
の
中
の
汚
れ
が
原

因
で
起
こ
り
や
す
く
な
る
「
誤
え
ん
性

に
す
る
「
口
腔
清
掃
」
と
、
口
の
機
能

を
向
上
さ
せ
る
「
口
の
体
操
」
が
あ
り

ま
す
。「
口
腔
清
掃
」
は
、
か
か
り
つ

け
の
歯
科
医
院
な
ど
で
歯
磨
き
指
導
や

入
れ
歯
の
手
入
れ
・
調
整
を
し
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
で
す
。「
口
の
体
操
」

は
、
イ
ラ
ス
ト
の
顔
面
体
操
な
ど
を
定

期
的
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
い
つ
ま
で

も
お
い
し
く
、安
全
に
食
べ
る
た
め
に
、

口
の
機
能
を
維
持
、
向
上
さ
せ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

けんこう

メモ
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子
ど
も
の
虐
待
を
理
解
す
る
た
め
に
⑬

人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ

家
族
を
援
助
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
き
、
誰
を
最
優
先
に
す
る
の
か
。
小

さ
な
子
ど
も
の
援
助
を
す
る
た
め
に
な

ら
、
今
で
は
私
は
こ
の
母
親
と
け
ん
か

を
し
た
り
対
立
し
た
り
す
る
こ
と
も
恐

れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
決
し
て
、
親
と
け

ん
か
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
か
ら

で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
が
、
最
終
的
に

は
母
親
の
援
助
に
も
必
ず
つ
な
が
る
は

ず
だ
と
信
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で

す
。
む
し
ろ
抵
抗
さ
れ
る
こ
と
は
当
然

だ
と
思
う
く
ら
い
に
し
て
、
そ
の
子
ど

も
を
援
助
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
、
幼
い
子
ど

も
は
こ
と
ば
を
持
ち
ま
せ
ん
。
自
分
か

ら
自
分
の
状
況
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
子
ど
も
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
子

ど
も
の
発
育
状
態
や
外
傷
の
状
態
か
ら

受
け
取
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
意
味
で
こ
の
二
つ
の
ケ
ー

ス
は
、
援
助
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

き
に
、
最
優
先
で
援
助
す
べ
き
は
何
な

の
か
。
も
う
少
し
わ
か
り
や
す
く
言
う

と
、
緊
急
に
援
助
す
る
べ
き
対
象
と
長

期
的
な
視
野
に
立
っ
て
援
助
す
る
べ
き

も
の
と
は
違
う
と
い
う
こ
と
で
す
よ

ね
。
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
が
生
命
を
失

え
ば
子
ど
も
が
い
ち
ば
ん
大
き
な
被
害

者
で
あ
り
、
人
権
を
じ
ゅ
う
り
ん
さ
れ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の

母
親
も
警
察
か
ら
調
査
を
受
け
た
り
、

も
っ
と
違
う
介
入
の
し
か
た
を
す
れ
ば

加
害
者
に
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
だ
、
そ

う
い
う
意
味
で
は
母
親
に
対
し
て
も
、

子
ど
も
に
対
し
て
だ
け
で
は
な
く
て
私

は
責
任
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
が
重
た
い
病
気
で
退
院
さ
せ
る
べ

き
で
な
い
の
に
退
院
さ
せ
て
し
ま
っ

て
、子
ど
も
が
自
宅
で
亡
く
な
っ
た
ら
、

そ
れ
は
小
児
科
医
の
責
任
で
す
よ
ね
。

あ
る
い
は
、
母
親
が
子
ど
も
の
病
気
を

ち
ゃ
ん
と
管
理
で
き
な
く
て
、
薬
も
飲

ま
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
わ
か
っ
て

い
る
の
に
退
院
さ
せ
て
、
子
ど
も
に
何

か
あ
れ
ば
、
や
っ
ぱ
り
小
児
科
医
の
責

任
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
す
。

だ
か
ら
そ
の
と
き
に
守
る
べ
き
も
の
の

順
番
を
考
え
て
お
か
な
い
と
、
そ
れ
こ

そ
た
い
へ
ん
大
き
な
損
失
を
被
っ
て
し

ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。（
つ
づ
く
）

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
平
成
十
七
年
二
月
に
小
児
科
医
・
坂さ

か

井い

聖せ
い

二じ

さ
ん
を
招
い
て
行

っ
た
、
人
権
問
題
講
演
会
の
要
旨
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

市
で
は
毎
週
、
少
年
補
導
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

パ
ト
ロ
ー
ル
に
あ
た
っ
て
は
、
青
少
年
の
皆
さ
ん
が

事
件
や
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
、
見
守
り
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
青
少
年
の
非
行
を
未
然
に
防
ぐ

よ
う
に
青
少
年
の
皆
さ
ん
に
、「
こ
ん
に
ち
は
」「
気
を

付
け
て
帰
り
ま
し
ょ
う
」
な
ど
、
積
極
的
に
声
を
か
け

て
い
ま
す
。
少
年
補
導
員
の
皆
さ
ん
は
、
こ
う
し
た
青

少
年
へ
の
声
か
け
を
「
愛
の
ひ
と
声
運
動
」
と
呼
ん
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
中
に
声
か
け
を
し
た
青
少
年
の
人
数

は
、
六
百
人
以
上
で
し
た
。
こ
れ
は
、
自
転
車
を
無
灯

火
で
運
転
し
て
い
る
人
へ
の
声
か
け
や
、
早
め
の
帰
宅

を
促
す
声
か
け
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
青
少
年
の
集
ま
る
広
場
や
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
を
基
に
、
非
行
防
止
が

効
果
的
に
行
え
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
に
対
す
る
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
青
少
年
課
青
少
年
担
当

℡
内
線
２
４
９
３

人
権
推
進
課
人
権
推
進
担
当
・
℡
内
線
２
２
８
２

小
江
戸
川
越
防
犯
け
い
は
つ
隊
（
少
年
補
導
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
）

「小江戸川越防犯のまちづくり情報」
メール配信サービス実施中
kawagoe.bouhan@mpme.jp
＊登録を希望する方は、空メールを
送信してください。

市職員を装った「振り込め詐欺」にご注意
市職員を装い、「還付金がある」と言って現金自動預け払い機（ＡＴＭ）を操

作させる「振り込め詐欺」と思われる事件が、川越市の周辺市町村で発生してい

ます。

市役所では医療費・税金などの還付金受け取りのため、市民の皆さんにＡＴＭ

の操作をお願いすることや、金融機関の口座を指定して振り込みを求めることは、

絶対にありません。このようなことがあった場合は、家族や市に相談しましょう。

問い合わせ…安全安心生活課防犯推進担当・℡内線2472

!
緊急通報



短
　
歌

四
元
仰
・
選

夜
桜
の
露
天
の
並
ぶ
あ
か
る
さ
に
行
き
交
う
人
に
花
の
雨
降
る

有
田
杉
江(

南
台
二
丁
目)

コ
ツ
コ
ツ
と
廊
下
を
歩
む
義は

母は

の
杖つ

え

音
に
そ
の
日
の
具
合
た
し
か
む

岡
本
孝
子(

今
福)

春
来
れ
ば
蕨

わ
ら
び

た
ら
の
芽
取
り
し
山
白
き
舗
装
の
道
路
と
な
り
ぬ

金
田
ト
ク
江(

三
光
町)

合
併
後
や
た
ら
目
に
つ
く
新
市
名
地
図
を
捲め

く

り
て
新
聞
を
読
む

寺
田
貞
二(

仙
波
町
二
丁
目)

季
節
ご
と
咲
く
花
々
に
さ
ま
ざ
ま
な
想お

も

い
出
め
ぐ
り
て
涙
ぐ
ま
し
も

西
角
美
知
子(

広
谷
新
町)

俳
　
句

石
川
俊
一
・
選

国
賓
の
旅
つ
つ
が
な
き
春
日
和

矢
島
時
枝(

喜
多
町)

古
濠ぼ

り

の
底
を
掠か

す

め
て
燕

つ
ば
め

来
る

田
口
晨
一(

南
通
町
）

樟く
す

若
葉
武
徳
殿
よ
こ
男
子
校

得
田
百
合(

宮
下
町
二
丁
目)

玉
の
子
を
得
て
春
光
の
菩ぼ

薩さ
つ

か
な

村
上
寿
子(

山
田
）

水
あ
び
の
雀

す
ず
め

に
桜
ふ
り
か
か
る

岡
部
久
美
子(

笠
幡)

川
　
柳

小
川
正
夫
・
選

半
分
は
飲
ま
ぬ
薬
に
待
た
さ
れ
る

和
田
ふ
み
の(

松
江
町
二
丁
目)

干
せ
ば
降
り
取
り
込
み
や
晴
れ
る
梅
雨
の
空

武
島
征
一
郎(

今
福)

一
筆
の
便
り
が
母
を
安
堵ど

さ
せ

田
中
耕
平(

笠
幡)

梅
雨
晴
れ
間
大
活
躍
の
洗
濯
機

我
妻
信
子(

砂
）

も
め
ご
と
に
母
さ
ん
の
眼め

は
笑
っ
て
る

樽
見
義
雄(

石
原
町
二
丁
目)

応募方法（８月掲載分は６月29日昔必着）
●短歌部門＝当季雑詠３首まで、俳句部門＝
当季雑詠２句まで、川柳部門＝雑詠３句まで
●市内在住・未発表・創作のもの・かい書で
明記・すべての漢字にふりがなを付ける・作
品の返却なし・掲載時に選者が手を加える場
合あり
●ハガキに部門・作品・住所・氏名（ふりが
な）・年齢・電話番号を明記し、〒350－
8601川越市役所広報室

卒
業
、
お
め
で
と
う
。

元
気
で
す
か
。
カ
ゼ
は
、
ひ
い

て
い
ま
せ
ん
か
。

今
、
私
は
、
目
標
を
立
て
て
、

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
目
標

と
は
、

一
、
何
で
も
積
極
的
に
が
ん
ば
る

こ
と
。

二
、
約
束
は
必
ず
守
る
こ
と
。

三
、
大
塚
小
を
卒
業
す
る
時と

き

、
気

持
ち
よ
く
卒
業
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
。

三
つ
全
部
で
き
る
よ
う
に
、
努

力
し
て
い
ま
す
。

一
年
後
、

大
塚
小
を
卒

業
し
た
私

は
、目
標
を
、

は
た
せ
て
い

る
の
か
楽
し

み
で
す
。

今
思
え

ば
、
今
ま
で

の
十
一
年
間

い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。

よ
う
ち
園
に
入
園
し
て
、
た
く

さ
ん
の
友
達
が
で
き
ま
し
た
。
せ

っ
か
く
で
き
た
友
達
と
、
別
れ
た

悲
し
い
思
い
出
も
あ
り
ま
し
た
。

小
学
校
に
入
学
し
、
新
し
い
友

達
と
、
遊
ん
で
い
る
時
は
、
悲
し

い
こ
と
も
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
な

く
ら
い
楽
し
か
っ
た
で
す
。

で
も
四
年
生
の
時
に
、
引
っ
越

し
が
決
ま
り
、
仲
の
良よ

か
っ
た
み

ん
な
と
会
え
な
い
と
思
う
と
と
て

も
つ
ら
か
っ
た
で
す
。
で
も
大
塚

小
の
み
ん
な
は
、
と
て
も
や
さ
し

く
し
て
く
れ
て
、
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

そ
れ
か
ら
、
二
年
が
過
ぎ
六
年

生
に
な
り
ま
し
た
。

一
年
後
の
私
は
、
い
ろ
い
ろ
な

思
い
出
の
つ
ま
っ
た
大
塚
小
を
卒

業
し
て
中
学
校
へ
行
き
ま
す
ね
。

楽
し
み
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
つ
ら
い
、
楽
し

い
、
そ
の
感
情
を
忘
れ
ず
に
、
が

ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
ね
。

＊
ふ
り
が
な
は
広
報
室
で
付
け
ま
し
た
。

卒
業
式
の
自
分
へ

大
塚
小
学
校
六
年
　
　
鈴す

ず

木き

要か
な
め

218

安比奈親水

公園で花の写

真を撮ってい

ると、高さ

20cmほどで

先端に１cm

ほどの小さな

花を付けた植

物を見つけました。周囲を見ると、

ところどころに咲いています。

調べてみると、ヒメキンギョソウ

という花でした。同じゴマノハグサ

科のキンギョソウに似た、小さな花

を咲かせるので、名付けられたそう

です。しかし、これは別名で、正式

な名前はリナリアといいます。花言

葉は「私の恋を知ってください」。

ポピーやヤグルマソウなど背の高

く、派手な植物に囲まれ、ひっそり

と咲いている様子から、好きな人の

様子を遠くから眺めてドキドキして

いるように見えました。

ヒメキンギョソウ
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選
ば
れ
ま
し
た
。

受
賞
理
由
と
し

て
は
、「
多
く
の

寺
社
や
史
跡
か
ら

な
る
歴
史
的
・
文

化
的
遺
産
や
、
川
越
ま
つ
り
・
時
の

鐘
・
菓
子
屋
横
丁

ち
ょ
う

な
ど
の
観
光
資
源

が
あ
る
こ
と
。
加
え
て
、
地
元
の
商
家

や
市
民
が
一
体
と
な
っ
た
町
並
み
保
存

を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
運
動
に
よ

り
、
現
在
の
魅
力
あ
る
小
江
戸
川
越
な

ら
で
は
の
町
並
み
を
形
成
す
る
よ
う
に

至
っ
た
点
」
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

永
さ
ん
は
川
越
に
つ
い
て
、「
江
戸

の
風
情
か
ら
明
治
・
大
正
・
昭
和
を
ご

く
普
通
に
受
け
継
い
で
い
る
こ
の
街
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五
月
二
十
九
日
、
川
越
城
本
丸
御
殿
大
広
間
で
、
第
十
九
回
岩
切
章
太
郎
賞
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
津つ

村む
ら

重し
げ

光み
つ

宮
崎
市
長
を
は
じ
め
、
放
送
作
家
の
永え

い

六ろ
く

輔す
け

さ
ん
や
作
曲
家
の
服
部

は
っ
と
り

克か
つ

久ひ
さ

さ

ん
・
宮
崎
市
芸
術
文
化
連
盟
会
長
の
渡わ

た

辺な
べ

綱つ
な

纜と
も

さ
ん
た
ち
が
、
川
越
を
訪
れ
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
、

川
越
っ
て
す
ご
い
！

津村市長から賞状を受け取る舟橋市長

同
賞
は
贈
呈
式
に
訪
れ
た
、
選
考
委

員
長
の
永
さ
ん
と
選
考
委
員
の
服
部
さ

ん
・
渡
辺
さ
ん
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
の

石い
し

井い

好よ
し

子こ

さ
ん
・
野
球
解
説
者
の
川か

わ

上か
み

哲て
つ

治は
る

さ
ん
・
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
代
表

の
木き

原は
ら

光み

知ち

子こ

さ
ん
・
歌
人
の
俵

た
わ
ら

万ま

智ち

さ
ん
・
蹟
み
や
ざ
き
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
顧
問
の
塩し

お

見み

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
の

八
人
で
審
議
さ
れ
、
全
国
百
九
十
六
の

候
補
の
中
か
ら
満
場
一
致
で
川
越
市
が

表通り裏通り

岩
切
章
太
郎
賞
を
受
賞

本丸御殿を訪れた永さん

は
、そ
の
平
凡
さ
に
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、小
江
戸
の
小
の
字
は
小
粋
の
小
。

小
を
大
事
に
し
て
も
ら
い
た
い
で
す

ね
」。
服
部
さ
ん
は
「
川
越
市
は
、
古

き
日
本
を
残
し
た
、
懐
か
し
さ
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
る
場
所
で
す
。
特
に
時
の

鐘
の
音
色
は
、
暮
ら
す
人
々
に
い
つ
も

優
し
く
時
を
告
げ
、
人
々
は
そ
の
音
を

い
つ
ま
で
も
愛
し
続
け
る
で
し
ょ
う
」

と
評
価
し
ま
し
た
。

今
ま
で
の
取
り
組
み
が
、
各
界
で
活

躍
す
る
皆
さ
ん
か
ら
評

価
さ
れ
た
川
越
。
こ
れ

か
ら
も
観
光
客
一
千
万

人
を
目
指
し
、
市
民
・

事
業
所
の
皆
さ
ん
と
い

っ
し
ょ
に
、
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

一番街の石畳の上を歩く服部
さん（右）

岩切章太郎賞とは

観光宮崎の基礎を築いた、岩
いわ

切
きり

章
しょう

太
た

郎
ろう

さんの観光哲学である「自然の
美」「人工の美」「人情の美」を継承
していこうと、昭和63年宮崎市で創
設されました。岩切さんは、昭和30
年代から40年代にかけて「新婚旅行
のメッカ・宮崎」のブームを巻き起
こし、日南海岸にフェニックスを植
栽するなど、観光地としての宮崎を
つくり上げました。この賞は、観光
振興や自然保護などで功績のある全
国の個人や団体を表彰するものです。
自治体では、過去に小

お

樽
たる

市・長
なが

浜
はま

市・遠
とお

野
の

市などが受賞しました。

本丸御殿で行われた贈呈式に出席した皆さん本丸御殿で行われた贈呈式に出席した皆さん本丸御殿で行われた贈呈式に出席した皆さん



小
江
戸
川
越
観
光
親

善
大
使
の
篠
さ
ん
は
、

河か
わ

越ご
え

太た

郎ろ
う

重し
げ

頼よ
り

の
娘
を

題
材
と
し
た
「
義よ

し

経つ
ね

と

郷さ
と

姫ひ
め

」
の
著
者
で
す
。

大
学
で
古
典
文
学
を
専
攻
し
、
平
安
時
代
に
興
味
を
持

っ
て
歴
史
小
説
を
書
き
始
め
ま
し
た
。
現
在
ま
で
に
、
歴

史
小
説
を
三
作
品
出
版
し
て
い
ま
す
。

郷
姫
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
同
じ
埼
玉
の
出
身
で
あ

る
こ
と
に
加
え
、
義
経
の
正
妻
と
し
て
奥お

う

州
し
ゅ
う

ま
で
赴
き
、

最
期
を
共
に
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
に
知
ら
れ

て
い
な
い
の
を
残
念
に
思
っ
た
か
ら
。
こ
の
小
説
の
た
め

に
「
河
越
館
跡
」
な
ど
何
度
か
川
越
を
訪
れ
、
現
地
の
雰

囲
気
を
感
じ
て
、
約
一
年
ほ
ど
で
書
き
上
げ
ま
し
た
。

今
は
、
在あ

り

原
わ
ら
の

業な
り

平ひ
ら

に
つ
い
て
書
こ
う
と
構
想
を
練
っ

て
い
ま
す
。
業
平
は
平
安
時
代
に
、
川
越
に
あ
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
「
三み

芳よ
し

野の

の
地
」
を
訪
れ
て
い
る
歌
人
で
す
。

「
川
越
は
江
戸
時
代
だ
け
で
な
く
、
平
安
・
鎌
倉
時
代

に
も
い
ろ
い
ろ
な
出
来

事
が
あ
り
、
と
て
も
歴

史
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
、
皆
さ
ん
に
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
篠
さ
ん
は
話
し

て
い
ま
し
た
。

川越市の面積は109.16椙

まちのできごと 109
ト ー ク

パレット
いっぱい摘めたよ！　レンゲの花

揺れるギターの音色
ビエント・デ・マリオ主催によるクラシックギターの

無料体験が、５月11日に大東公民館で行われました。

参加した皆さんは、ギターの構え方を教わったり、実際

にギターを触って音を出したりしました。また、主催者

の皆さんによる演奏もありました。参加した山
やま

崎
ざき

和
しず

江
え

さ

ん（79歳・古
ふる

谷
や

本
ほん

郷
ごう

）は、「ギターの音色はとても美しく、主催者の皆さんの雰

囲気がよかったので、また参加してみたいですね」と話していました。

レンゲ畑で花摘みを楽しむ子どもたちレンゲ畑で花摘みを楽しむ子どもたちレンゲ畑で花摘みを楽しむ子どもたち

演奏するビエント・デ・マリオの皆さんと、参加者演奏するビエント・デ・マリオの皆さんと、参加者演奏するビエント・デ・マリオの皆さんと、参加者

篠し
の

綾あ
や

子こ

さ
ん
（
35
歳
）

人

川

越

36

約約約151515メートルもメートルもメートルも
あるテープカットあるテープカットあるテープカット

昨年「京姫810年祭」
で京姫（郷姫）を演
じた篠さん（左）

蔵造りの町並みの前で蔵造りの町並みの前で蔵造りの町並みの前で
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４月29日、農業ふれあいセンターで「川越れんげま

つり2007」が行われ、約18,000人の皆さんが訪れま

した。初夏ならではの日ざしの中、レンゲの花を摘ん

でいる姿や親子で髪飾りを作る姿を見かけました。中

にはカエルを捕まえている男の子も……。思い思いに

春の１日を満喫していました。また、苗木・牛乳・米

の無料配布も行われ、人気を集めていました。

小さな画伯たちの美術館
あいアイ美術館（郭

くるわ

町
まち

２丁目）が５月５日

にオープンしました。同美術館は、自立支援

を目的に知的障害者の皆さんが描いた作品を

展示しています。作品は同館の内外に展示さ

れ、２か月ごとに入れ替わります。「作品を通

じて、みんなの才能はすごいということを知ってもらいたいですね」

と同館長の粟
あわ

田
た

千
ち

恵
え

子
こ

さん。入場は無料、毎週水曜日が休館日です。

熱心に作品を見る、来場者の皆さん



ま
ち
の
中
に
あ
る
美
術
作
品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す

表紙
「平成邦楽一座」公開収録の様子
５月24日、市民会館でＮＨＫ衛

星第２テレビ「平成邦楽一座」の公

開収録が行われました。収録の中で、

南田島囃子連足踊り保存会の皆さん

により「南田島の足踊り」が、披露

されました。また、タレントの山
やま

田
だ

邦
くに

子
こ

さんなどにより、三味線・尺八

など邦楽の魅力が楽しく紹介されま

した。

放送は、７月22日隻、午後６時

から６時45分に予定されています。
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江
戸
時
代
以
来
、
教
育
熱
心
で
あ
っ
た
城
下
町
・
川
越

の
人
々
は
、
書
か
れ
た
文
字
に
対
し
て
極
端
な
ほ
ど
敬
意

を
払
い
大
切
に
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
読
み
か
け
の
新
聞

が
広
げ
ら
れ
た
上
を
ま
た
い
だ
り
踏
ん
だ
り
す
る
と
、
き

つ
く
小
言
を
言
わ
れ
ま
し
た
。
ま
し
て
、
知
識
の
源
で
あ

る
書
籍
の
た
ぐ
い
は
な
お
さ
ら
で
、
必
ず
両
手
で
受
け
渡

し
、
て
い
ね
い
な
方
は
押
し
頂
い
て
か
ら
本
を
開
い
た
も

の
で
し
た
。
今
日
の
よ
う
に
、
読
ん
で
い
る
途
中
で
本
を

開
い
た
ま
ま
伏
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

書
か
れ
た
内
容
以
上
に
、
遠
い
歴
史
を
持
つ
自
分
た
ち

の
文
字
に
、
言
い
知
れ
ぬ
文
化
の
神
々
し
さ
を
感
じ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。

＊
文
化
財
保
護
協
会
・
宮み

や

岡お
か

正
し
ょ
う

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
か
ら
伺
っ
た
話

を
、
広
報
室
が
ま
と
め
ま
し
た
。

小
江
戸
の
な
ら
わ
し
・
そ
の
三

川越ならではの
礼儀作法など

文
字
を
い
と
お
し
む

川越城が築城されて550年目のことし、
さまざまな記念イベントが行われます

川越城築城550年

川
越
市
駅
の
近
く
に
あ
る
、
大
き
な

ガ
ス
タ
ン
ク
。
高
さ
が
二
十
九
メ
ー
ト

ル
、
直
径
は
二
十
七
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま

す
。
平
均
的
な
一
軒
の
家
庭
で
使
う
ガ

ス
の
量
で
換
算
す
る
と
、
約
百
二
十
一

年
分
が
入
っ
て
い
ま
す
。
ガ
ス
タ
ン
ク

の
表
面
に
は
、
曲
面
を
上
手
に
使
い
、

蔵
造
り
の
切
り
妻
屋
根
の
破
風
と
時
の

鐘
、
そ
し
て
市
の
鳥
の
雁か

り

が
三
羽
飛
ん

で
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
平

成
十
四
年
に
ガ
ス
タ
ン
ク
の
定
期
検
査
に
合
わ
せ
、
現
在
の
絵
に
描

き
換
え
ら
れ
ま
し
た
。

ガ
ス
タ
ン
ク
に
描
か
れ
た
絵
は
、
駅
の
近
く
で
川
越
の
シ
ン
ボ
ル

を
大
き
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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ア
ー
ト
な

越
川

川
 越
 市
 駅

本
川
越
駅

ガ
ス
タ
ン
ク

Ｊ
Ｒ
川
越
線

東
武
東
上
線

西
武
新
宿
線

左：ＪＲ川越線と
東武東上線の間に
２つあるガスタン
クのうち、大きい
方の東南側に絵が
描かれています

上：小江戸川越の
イメージ伝わって
きます


